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教材研究の基礎
一一ゼ蜍ｾ凄道長伝一

勝倉壽一（蟹文勢

高等学校婁蜜語玉転憂）古典教材としてよく蟻られた馨…最紅，駐大鏡謹選長伝の議議溝ある。

この説謡は，「蒼き聲の遵長」（東京書籍〉の「学習の手弓1き」に，

　i．

　2．

象た，

　董、

　2、

　遵隆・選薫・遵長のそれぞ轟の行難を逡って饒整調）穏違を述べよ。

　道長の大霜嫁がよく書き表されて耽る部分を文章1こ締して示せ。

　「弓争恥」（轟学醗書〉硲「醗究バこ，

　この文章では．道長をどのような大霜として捲こうとして簸るか。
　この文章華こ華ま，遵長と道隆との麗係毒童どのよう奏こ搭オ》れ，て耽るカ》。　また亨麗嚢毅毒茸色篤くな

ったの1まなぜか。

など，遂長の卓越した人糞牲，そ憂）鐡気な牲賂に焦点をあてて，梅謡鍵算への蓮解を深めることを

求誇ている。

　このことは，多くの癖象麟な説話を連ねて．平安朝麺1こおける道長の専権への道の台還的な解毅

を護ろうとする医大鏡誘作者の意響紅燈うものであるが．その講藷はいずれも当欝の複雑な政治的

犠溌と，糠繊権力熱塘背熱覆いて語られているものである．上記のような学饗課題多よ峯鱒

の政治的犠溌と権力争いの歴史麟事実を踏まえることにおいては¢めて解決することができる。

　そのことはまた，歴史梅語である番大鏡書の文学史上の饒麗紅つ鵠て，正確な運解を与えるため

の必要条｛隼でもある。

　本蕪は，吉爽教越である副大鏡薯遵長伝窪）謎語の運解に資するために，教秘麟究紅あたって踏ま

えるべき基礎麟要件である当鋳の政治的献溌と．権力争奪の巌鰺を中心紀お鯵て馨藻解毅を鴛つた

ものである。

1キーワー講義凝爾究歴史麹語大鏡

i　はじめに

　試大鏡虚第5巻ヂ太政大難道長上」の後単離は，青少

隼難の藤原道長み雛気な縫狢を譲る3つの著名な説話

を記して論る。即ち，藤原公任の多彩な‡能の量評に

鰐する羨望のあま蓼，父親の藤原兼家が遵隆・道蕪・

道長3兄弟の｛糞で公任の影を跨むことも懲来な雛であ

ろうと機嘆した鋳に，末弟である遵長が影を踏まずに

建藝を踏むと答えた議，花縫｛帝の治致にお彰ナる五梅雨の

夜の3兄弟の肝試しの話，および道隆邸における遵長

と甥の藤原謬｝周の導の醗漿の馨議である。

　こ翻らの謡は，秘ずれも遠長の栄華の必然盤をその

青少年難の逸議に趨って語ろうとしたものであウ，遵

長の天懸：の才賢，特に2人の兄を獲麟するその賭銭な

牲賂を形象したものと解さ託ているひ道長講謡は，帝

紀，大臣残伝を講参終えた誘導手が，満を持して遵長

の栄華の翼体掘を語ろうとしたものであ拳．その「鐸

こ》ろ魂紛たけ」き人聞牲の形象のためきこ青少年難の

購気説議を醜したことは否定しえない爵

　ところでソ私見尋こよれ矛ぎ，懸を露むと放言重した…i毒垂ま

遵長の蔦歳から鰺歳の匿1．解試しの嚢議は瞬じく2§歳落

後，競躯の議は論議蒲後の鋳嬬に構当する。また．こ

れらの説謡は，灘衰太政大臣・健一盤藤猿頬忠と歪二

位・右大駆兼家の織烈な権力争恥を経て，串縫自家と

遵長の麟立読争に至る鱒簸を背景に搾られたものであ

る。遠長の栄華が，藤原氏の絶薄権掌握への長雛遊の

滲と，その闘紅展騰された権謀癒数や酷烈な権力争雛

の帰結をなすものであることも見逃しえな鵠含

　これらの説謡の解規範あたっては，当欝の政治的背

景を踏まえておくことが是葬とも必要であるゆ

2　薩を踏む

　　露条大納喬のかく海事もすぐれ，めでたくおはし

　　ますを．大入遠殿，ヂ雛かでかか》らん。うらやま

　　しくもあるかな。わがこどもの，かげだにふむべ

　　くもあらぬこそ，くちおしけれ」と購させ結けれ，

　　毒麦シ中謬騒密殿・粟蟹股などは，ド垂デ蔭こさもとやお青雲

　　すらん盛と亨はづかしげなる御謬しきにて，もの

　　ものたまはぬ毒こ，この入道鍛は，いとわかくおは

　　します御身にて，野かげをばふまで，つらをやはふ

　　まぬ1雌とこそおほせられけれ。鵜

　兼家が3人の子の繭で擬曝したとき，遵長が影を踏

豪ず藤を踏むと言い放った話は，現在の学識では震溝

であると遷解されている鋤。兄弟遜，関衰頼忠との織烈



2 篠島大学教豫実践麟究紀要第3i弩

な権力争いを展開し，薦晦綻から帝位を奪った謀略家

として難られる兼家の，意外な気弱魏人聞盤を露呈し

ているかに見えるこのi謙語は，どのような意麟のもと

に鬱葱されたのであろうか。遵長の縫気な大鷺豫を形

象することを欝的としたとする通説的な解駿はそれと

して認められるが，この護議を政治的な背景を蕗まえ

て見ると，また違った嶽権を呈することになる。

　この兼家の麟嘆を歴史的な欝麗軸の中に据えて見れ

ば，当嚢の対’貌勢力である藤原頼忠がいまだ権力を有

してお参，兼家の権力が確立される以薦，露ち兼家の

難伏・失意の鋳難がそれに当たるであろう。また，道

長がヂいとわかく」あった，その少隼蘂を毒すことも

踏まえておかなければならない。

　貞元2奪（§7警難月蔓露，闘露職は鋳の灘白藤漂兼

遜から豊二位叡左大疑藤原頼憲紅委譲され，兼通の弟

で藍三位・大納善の位にあった兼家は瞬欝盤けで鍔坐

事停右大将藁られ，畏部簿に左遷された麟。翌貞元3年

暮月，兼家は琵三粒・大納醤に復し，鎗月には健二位・

姦大壁に昇進したが，織無頼忠は関密に太政大臣を兼

ねることにな参，その権力が確1立される。2年後の天

元3隼（露§〉3月，兼家は正二位に昇ったが，頼患は翌

年正月，従一位毒こ昇り，大駆の位を極めることになる。

　頼忠と兼家の権力が逆転したのは，寛1穣2年緯86）

§月23嚢，苑露帝が選鉱して懐仁霧王（一条帝／が灘

位したこと毒こ｛半魏，頼忠は「重縫欝縫身等」められ争

翌饗，一条帝の舞鶴父である兼家が摂政の位に就いて

氏長考になった鋳である。頼忠はなお太政大臣の猿に

あったが，兼家は7欝邑こ｛建一｛立垂こ昇進し，さらに永酵

3隼く露§／鴛懲こは頼忠の蔓去に鐸恥太政大駆を兼ね

ること毒こよξ），権力が確定することになる。

　この購の癖者の争私）は後宮にお静ても見ら貿る。天

元元年（解6擁樗，頼忠は女遵子を霧愚輯記入講させ，

5鴛に遵子は女御となったが，兼家も隅隼8月に女詮

子を入内させ，麺月に詮子も女御になって対銃勢力を

なしていた。

　求た，華栄花物語毒巻第i「月の宴藩．巻筆2ド花鐵

たづぬる中納言」によれば，円繊帝は安和の変の新に

外戚ではない縫自太政大運藤原実頼の輔佐によって灘

餓1したことから，その子である頼忠紅好意を持ってい

た。天元3年（§8鯨6月，詮子縁懐仁露玉を生んだが，

男性酌でない帝は兼家轟こ心を許そうとせず，兼家も帝

を優柔不懸な方として蔑しみを持たなかった。女御詮

子が懐疑した折，頼忠は嬢の女御遵子の立后のために

奔走し，天元5隼（§82）3月，門趣｝帝と頼忠が心を合

わせて遵子の立毒をはかった岱これ，に蝿して兼家一鰐

は門を雛ざして公の儀式への鐵娃を捲蒼し，女舞詮子

も親王とともに入内を拒んで雄立した。このような兼

家の強撰な抵號に麟伏した野離帝は，永観2年（繋婆）

8需27嚢，詮子所生の懐仁綬王の立太子の麺麗を取っ

て退位し．位を花霞帝に譲ること紀なる。

鷺蛎一i2

　一方，兼家の概嚢説議を，頼忠の子である藤原公任

の存1窪が宮廷社会で注§された時艱として見るとサ次

のようになる。

　天元3年（磐緋　2月，公任は蓬五位下・待鍵に叙せ

られ，昇殿を許さ轟たゆ蔦歳であった。この奪，遵長

は歪力に鍵五難下に叙せられて魏たが，昇殿を許され

たのは5月，待髪垂こ叙せられたの1ま天元6年（｛遜3〉正

月，鰺歳の鋳である。公任は蓑元4隼（露2）正月には

縫聾位下に叙せられ，遵長が持鍵1こ叙せら蕊た天元5

年の5濤には鍵鑓盤上に昇進，翌天元§隼藍月には讃

簸i守を兼ね，㌶鴛には左近簿権中将に任ぜられている。

翼隼生まれの講者が，父霧の頼忠と兼家の争いを引き

継ぐ形で強烈な短銃意識を捲騒たであろうことは，容

易に推難しうる。

　鍔頼忠伝2によれば，天元5年の遵子立后の折，兼家

の女詮子には皇子懐仁鶏王があったが，公任は得意の

あま警策豪邸を醗雛て「この女御（詮子／は，いっか

后にはたち給らん」と厳暑し，兼家一族の覆澱を招騒

たことが認されている。

　このように見てくれば，この説謡の政治的背景とし

て，頼忠の勢威が兼家を窪倒していた縛難，公任の存

在が宮廷縫会で渡日された蒔難に撫蚤する天元3年

（§激｝〉から永観元年緯83〉の聞事公任・遵長のi5歳

からi8歳の欝1が想定されるのである。

　それでは，兼家は繕故に子僕たちの蕩で機嘆したの

であろうか。この議議が，兼家垂こよって公任と道隆・

道兼・道長3兄弟が繋駕され，次魏で遵隆・道兼と遵

長を対比する形を取ることによ琴，「公任を圧饗する道

長の卓越ぶ肇」を語る「鮮やかな遵長！の豪題｛象の彫り

上げ」がなされている麟ことは認められる。しかしま

た，そこに政治的な意籔を読み取るとすれば，この機

嘆毒童頼忠一族と婦航しうる後継者の晶建めという性格

を有して麟たことに思鯵当たるはずである．

　公任が欝歳で鍵響位上・兼讃簸守・左透箱権中将に

昇進した永観元年，進縫は3i歳で蕉聾位下・右中将・

兼備中権守に盛まってお蓼テ道兼は23歳で無盤の弾豆

少弼に過ぎず，従五位下蔵人に叙任されるのは翌隼の

ことである。道隆以下3兄弟は事実上公任に圧饗され

てお撃，公任の多才の評報を間くにつけ，兼家がわが

子らの瓦籍さと箆べて「うらやましくもあるかな。わ

がこどもの，かげだ紀ふむべくもあらぬこそ，くちお

しけれ。」と機嘆したのも無運からぬことであった。

　また，兼家の酷評が道長の授！発心を呼び起こしたこ

とも淺§してお恥てよい。兼家の慨嘆に対してラ遵縫・

道兼は薙げにさもとやおぼすらん遺と，はづかしげな

る倒けしきにて，ものものた家は」なかったという。

父親から公任との政治家としての資質の差異を指摘さ

れ，無言で恐縷した遵隆・道兼隷．名跨九条流の後継

者の資賂を問われたことになる。遊長の示した傍若無

人な言葉と，公任に嬉する強熱な嬉筑意識は．あらゆ
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る権威に搾離しない，権力者たるべき者の資質を示し

たものであった。

　藤原氏の歴史は．皇位の纒承に灘わる飽氏癖斥から

1講族弱の対’立雛1争を継続的なエネルギーとして権力の

掌握をはかってきたのであ吟，頼忠と兼家の争いもそ

の異体的な事実に外ならな恥．対腕勢力の後からその

影を踏むのではなく，正議から嚢譲を踏み潰すと鵠う

遵長の鐵岸な放書が，兼家の懇待する後纒音像に外な

らなかったことは，その後の遵長の栄進を見れば醗瞭

である。

　書わぱ，この説議は九条流兼家と小野宮流頼恕の争

いを背景として，飽氏携斥による権力掌握の気機を譲

るものであったと見ること力業出来るα

3　肝試し説話

さるべき人は，とうよむ御こ》ろ魂のたけく，齢

まも撃もこはきなめ讐とおぼえはべるは。花毒の

醜の霧1鋳に，五琢しもつやみに，さみだれもすぎ

て，いとおどろおどろしくかきたれ雨のふる夜シ

みかど，さうざうしとやおぼしめしけん，殿上纏

いでさせおはしまして，あそびおはしましけるに，

人々ものがたウ申などしたまうて，むかしおそろ

しか脳ナることダもなどに申な塗絵へるに，「こよ

ひこそいとむづかしげなる夜なめれ。かく人がち

なるにだに，けしきおぼ懸。まして．ものはなれ

たるところなど，いかならん。さあらんところに，

ひとり雅なんや」とおほせられ，ける毒こ，貯えまから

じ」とのみ申結けるを，入道殿は，「雛づくな参と

もシ　まかウなん」と中綴垂ナれ妾ぎ，　さるところおは

し家すみかどにて，「いとけうあることな撃。（さ

らば残聴九遵隆は豊楽銑．遂兼は仁毒殿の塗籠，

道長は大極殿へいけ」とお濠せられければナよそ

の看たちは，「びんなき事をもそうしてけるかなゴ

とおもふ。又，うけ給はらせたまへる殿ばらは，

無毒ナしき毒》は駐て，ヂやくなし」とお多浮したる音こ，

（入道殿1おつゆさる輝けしきもなくて，「わたく

しの従者をばぐし躾はじ。この葎の吉上まれ，滝

霞まれ，一人を耀慶門までをくれ湯とおほせご

とたべ。それより跨には，ひと合い撃はべらん」

と申給へぱ，ε証なきことρおほせらる》に，げ

にとて，郷てばこにをかせたまへる（小）刀まし

て，たちたまひぬ。いま二所も，にがむにがむ各

おはさふじぬ。「子露」と奏してかくおほせられ議

するほどに，うしにもな鞍こけん。「遵隆は，右繕

解陣よ躰）でよ。道長は，承開門よ箏いでよ」と，

それをさへわかたせたまへば，しかおはしましあ

へるに，中麗白殿，葎まで念じておはしましたる

に，宴の松療の薩どに，そのものともなきこゑど

ものきこゆるに，術なくて，かへ参たまふ。粟醗

殿は，露台のとまで．わな｝くわな》くおはした

　るに，仁二斎殿の鰯のほど淀，のきとひとしきノ～の

　あるやうにみえたまひけれ、ば，ものもおぼえで，

　「身の躾ほ寸こそ，おほせごともうけたまはらめ藁

　とて，をのをのたちかヘウまいウたまへぱ，鐸あ

ふぎをた、きてわらはせ給紅，入道殿は，いとひ

　さしくみえさせ絵はぬを，「いか寸ゴとおぼしめす

　ほどにぞ，いとさ鬱げなく，ことにもあらずげ1こ

て，ま麟らせたまへる。「いかに鵠か1鳥ととはせ

絵へば，いとのどやかに，輝刀1こ，けづられたる

　ものをとウぐしてたてまつらせ給に，「こはなに

　ぞ」とおぼせらる蕊ば，「た繋こてかヘウまいむて

　はべらんは．証躾まじきによウ，蕩御座のみなみ

　おもてのはしらのもとをけづ参て繧iな鞘と，つ

　れ．なく串たまふに，いとあさ豪しくおぼしめさる。

　こと殿達の簿けしきは，いかにも猶なほらで，こ

　の鍛のかく（て／まい馨たまへるを，みかどよウ

　はじめ感じの〉しられたまへど，うらやましきに

　や，又いかな1るにか，　ものもいはでぞ難桑結ける。

　なをうたがはしくおぼしめされければ，つとめて，

　ヂ蔵入して．けづむくづをつがはしてみよ」とお

　ほせごとあ多けれぱ，もて瞬きて，をしつけてみ

　たうびけるに，つゆたがはざりけり。そのけづり

　あとは，いとけざやかにてはべめ参。すゑのよ垂こ

　も，みる人は猶あさ豪しきことにぞ串しかし。

この著名な1五月雨の夜の肝試し説i議も虚購であると

されている。麟

　この説議の講想につ鵠て考えるとき，まず，この話

が1花霞鶴の1窪盤中の逸諸として語られて隣ることに注

馨しておく必要がある。

　花山帝の在位難闘は，永観2年（§8蔀8肩艶段の露

｛立から，寛i穣2隼鯵8§〉　6月2馨の退位に至るi年19

ヵ月で，帝のi7歳青玉らi§歳の鐸慧の鐵来事と聾）うことに

なる。しかも，寛秘元年（§8§〉7樗に寵愛していた女

舞藤漂織子の藷御に逢い，以後退位までの靉靆は悲嘆

にくれていたから，肝試し議語の歴史的背禦1としては

簸子の死に先立つ寛報元年5月解櫓癒しい。膨

　この隼，遵隆は33歳で，従三位・右中将に春宮権太

夫を兼ねてお参，遺棄は25歳で蕉五位下・蔵人に左少

辮を兼ねていた。またラ遵長は臆歳で縫五位下・右兵

籍権佐の任にあった鋳の轟轟ということ昌こなる。‘衿

　｛建来，　この説話は遵隆・道兼の臆病さと対比され、た

遵長の豪麗な人聞牲を譲るものであると遅解されてき

た。縫夜の奇怪な梅音や巨大な人影に脅えて途中から

引き返した遵隆・道兼と，平然として太極殿に向かい，

証擁に高郷整の往を灘って震った道長の沈養冷静な行

為の対照盤は燦だっている。

　しかし，花由朝の政界を踏まえて見れば，i説姦の様

権隷異なってくる。

　穂出朝では，故摂政藤療解潟の女懐子所生の帝を擁

する義懐〈轡勢の男〉が外戚として勢威を振るってお
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ウ，兼家には苑幽輯に取穆入る手立てはなかった。義

懐が兼遜の異母弟である藤原為光一族と趨麟関係を結

んだのも，兼家に難航するためであったと考えられる。

　蔵出帝は為光の女蟹子を寵愛して雛たが，その後宮

彰こは，兼遜の二男である朝光の女鑵子，関嚢太政大駆

頼忠の女謎子，為事覇王の女嫡子が相ついで入内し，

鋳を競っていた。寛1穣発年7月の蟹子の死に悲曝i紅く

認る穂毒帝と，女振子を失って夢破れ．力を失った為

光の縢に乗じて，兼家一門は題至塾こ総意を整え，麗i蜜

帝を鐵家に追窮込むのである。言わば，重出朝のi卑

§ヵ屠慧，兼家一野饗ことっては東宮懐仁と居室幾王を

擁して権力掌握の機会を窺う，雌伏の縛難であった。

　この説誌は，5月下旬の豪雨の夜，花虚帝を中心と

する近侍の公家らの娠怪談が高εて肝試しに発展した

が，その整紀震わせた公家ら解炭込みする中で，遵長

が名乗蓼をあげたために，遵隆・遠兼も巻き添えにさ

れた経緯から護られて耽る。道長の突然の盲嚢に道

隆・遵兼はドやくなし涯と感じる。藤原13兄弟が突然

死毒帝をはじ1め．その灘近の公家らの好奇の梶線を集

めたことへの当惑撃作飛して秘たであろう。臆病・小

心な道隆・道兼の振舞いを戯麺的・誇張的に鑑鵠たこ

の説講は．一面で，東宮を擁する兼家一族力転宅窪至朝に

お恥ては異質分子であり，事あらば蟻笑の薄象1こな今

かねな恥微妙な｛堂羅を語るものでもあった。「びんなき

事をもそうしてけるかな」という公家4〉旋旛は，道隆

らに誓意を寄せる鬱情の携繰の存在も示唆している。

　しかし，遵長はそれらの思惑を一黙する。鍵五盤下・

慮兵籍権銭というその塵の末露にあった遵長にとっ

て，帝の命による群議しこそは，裟認舞示の絶好の機

会であった。生来の覇気な性格と．鎗歳の篤いもの知

らずの客気撃作篤したとも害えよう。3発弟の中にあ

っても，名縄九条流の嫡男として東富懐仁を擁する遵

隆，蔵人として帝紀近詩する道兼に録して，遵長が宮

廷歓会豪こその葎在を麟象づける機会は，その題力の誇

示しかなかったのである。

　ところで，大極殿の高露華縷の葎｝の垂主を欝彗つたこときこ

は，いかなる意練力量あったのか。i蔑御座は帝の難位や

朝賀の大儀，轟賓の瞬箆などに繕いる正慶であむ，古

代から帝の権威を象籔するものであったことは，次の

霧｛舞垂こ瞬麟である倉

　◎婁万葉集匪巻欝纏縫§・大伴家持

　　　　高御盛　天の鷺嗣と　叉皇の　禅の命の　麗

　　　　し養す　議のまほら拳こ……

　・瞬・鱒盤・瞬

　　　　高御慶　天の麩羅と　天の下　知らしめしけ

　　　　る隻蕊の；神の命“の一…

　廓祝詞「大殿祭」

　　　　薦天の尿毒こ禅留書）ます，皇i幾禅ろき。神ろみ

　　　　の命もちて，皇舞孫の命を天つ高御慶に坐せ

　　　　て，天の璽の鰯・鏡を捧げ持ちたまひて，……

i弱毒一i2

　轟篠蓮藍の駐を糶ると雛うのは，帝｛立をものともしな

い，や撃ての絶繋権力への懸望を暗示するも碍であろ

う。花霞帝を支える外戚，鍵透の公家への不激な捷戦

であ撃，その題力襲屈した花塗帝，外麟たちは，窟兵

篠1権鑑という卑富にすぎない若者の艇力にたじろぎ，

その不敬の行為を越分しえな雛のであるむεこ》ろ魂の

たけく」とは，悪筆試しの羅聾力だけではなくラ帝・｛難近

の蕩位の公家たちを蔑倒する気迫を叢うのであろう。

昇殿者の家籍にある若者が帝を涯倒し，注目を集めた

事簿であ酵，道長が公の場に頭角をあらわす機会でも

あった。第iの説議赫，父親の兼家に薄して3兄弟の

末弟である道長が後纒煮たる資質を認めさせた説謡で

あったのに薄し，この説議は道長が宮廷社会において

薮らの存姦を顕示した説議という替主格を持っているむ

　語蓼手は，高御連の欝の駐を灘つた遠長の行為を「す

ゑのよ紅も，みる人は猶あさましきことにぞ礒しか

し。」と逮べている。このεあさまし」は通常の運解や

轡噺を超えた事象を捲す巻葉であり，遂長の栄華の囑

実を踏まえたうえで，着陣の道長の徽岸不羈な行為の

跡に接して，その栄華の必然的であったことを追認す

る購纒をなして躰る。

4．弓の競射説話

　この説議の史実盤の有無こついても，麗構牲が強い

と解されてきた。麟そ蕊ではなぜこのような談議を作

る必要があったのカ㌔

　この説謡を譲るにあたって，作者はその鋳難的条件

につ鯵て「毯閤のひかりにてお1まします殿の，一隼ば

か今，ものをやすからずおぼしめした参しよ藁と記し

て．遵長の不遇縛代の逸諾であると遠べている。その

道長の不遇の事実は，説語中に遵長が攣周よザ下臈」

であった縛窮のことであると購示されて》る。

　正懸5年（鯨の8鴛，遵隆の長子欝罵は盤歳で海大

竈にな参．従二位・権大納叢であった2§歳の叔父道長

を越えて騒るむ翌長徳元年（欝欝3月には緋灘が父遵

隆紅代わって縫窪を代行することにな蓼，欝欝月続わ

たって遵長は｛野馬の下位江ついて騨たことになる。そ

の聡，道長はドお懸やけざまの公事作法ばか鱗こは，

あるべき濠どにふるまひ予ときたがふことなくつとめ

させ給て，うちうちには，ところもをき》こえさせた

まはざむし」という。朝廷の政務や儀式轟こおむ》ては下

位の身分権癒に振舞ったが，私生活記お鵠ては鋭い対

立姿勢を示していたこと赫推灘される。この説議慧そ

の翼捧韓1の意陳を握うものであったと患われるq

　　麟殿の蕪1銑にて，人々あつめて燐みあそばし》に，

　　この殿わたらせたまへれば，「おもひがけず，あや

　　しゴと，中灘嶽殿おぼしおどろきて，いみじう饗

　　嬉1しまうさせたまふて，下臈におはしませど，ま

　　へ1こたてたてまつ診てうまづ鵠させたてまつらせ

　　縮ける紅，麟殿、やかずいま二おとξ｝給癒。中開



教　軽　麟　究　憂）　基　礎

　　嚢殿，又郷羨に躾人々もラヂいま二度のべさせ給へ」

　　と申て，のべさせ結けるを，やすからずおぼしな

　　今て，「さらば，のべさせ給へ雌とおほせられて，

　　又いさせ給とて，お濠せらる》やう，野道長鯵いへ

　　よ今みかど・きさきたちた豪ふべきものならば，

　　このやあた義」とお嫁せらる》に，　おなじものを

　　中心にはあたるものかは。つぎにぞ譲殿躰たまふ

　　に，いみじうおくしたまiひて，郷てもわな》くけ

　　にや，的のあた獣こだにちかくよらず，無辺重罪

　　をいたまへるに，灘嚢殿いろあをくな拳ぬ。文人

　　遵殿（道長／いたまふとて予「摂政・弱毒すべきも

　　のならば，この矢あたれ」とお慧せらるンに．慧

　　じ誇のおなじやうに歩的のやぶるばか雛シおなじ

　　ところにいさ慧たまひつ。饗癒しもて縁やしきこ

　　えさせたまひつるけうもさめて，ことにがうな今

　　ぬ。ち》おとダ，麟殿に，「なにかいるゆないそな

　　いそ」とせ恥し給て，ことさあにけ拳。

　律爾赫父遵隆の騨で人々を招躰て弓の競豹の会を催

したとき，そこへ突然遵長が乗塗込んで来る。驚鯵た

遂隆は擬てて遵長の機嫌を取る。ことは，謬｝縁方が遵

長を無撮したか，取り巻きの公家のみを招雛たこと1こ

腹を立てた遵長ぶ，その事を知ったうえで乗警込んだ

というのであろう窃膏｝舞の貰泣を遵長よ参上1鍾に据え

たことに後ろめたさを感じていた道隆1ま，織てて「い

みCう饗癒」する。

　簸；窮の弓の競象暴ま遵長が2本勝つ。その場は，攣題

が叔父である道長に勝ちを講参，遵長の欝欝的な不満

を穂らげる羅癒が必要であったが，遵隆とその取む巻

きの公家たちは「いま二度3と要求する。2寧差解あ

拳ながらさらに2度象量ると添うことは，先革こ身重る道長

が2本外して｛勢矯力聖2本i当てること垂こよる蟹き分け毅

いの要求を愚昧する。そのことを含みとした暗黙の涯

力であったと解される。ξ9確罫趨は内大壁ラ道長は権大納

護であ蓼，謬｝轟の体面を保つための身分に糧慈1し鵠結

果を求めたものであった。

　遵長1ま心率穏やかでなく，激しい対統心を露にする。

輯廷における兄道隆の薄遇への不満や養蓼が，鏡窮の

会における無撰の態度，さらに蚕ねての無遅押しと暗

黙の猛力を契機垂こ，つ恥に爆発する。2つの警挙げは，

中灘議家への公然たる跳戦を示すものであ蓼シその絃

果は麗欝遵縫・跨大盤謬羅の権威を失墜さぜるととも

に，取春巻きの公家たちに串縫裏家に嬉する対統勢力

としての道長の有産を誇示する効果をもたらすこと紅

なった。

　「遵長が雛へよ滲みかど・きさきたちた童ふべきもの

ならば，このやあたれ」と雛う第玉の藩挙げは，5隼

蕊の難暦元年／鱒鱗茎月に入警した定子彰こいまだ皇子

鵠産を箆をい遵隆の心を動霧させる宣善であった駐こ

ののち，長保元年欝欝）登簿，定子は敦康幾王を轟産

した解，遵隆は醗に疑隼逢月に死去してお参，道長は

簸雛こ女彰子の入内をはか撃，やがてその腹から敦威

（のちの後一条帝〉，敦褻（のちの後朱雀帝）の2皇子

が生まれることによ撃，2代の帝の外裾父として維麟

権力を振るうことになる。

　豪た，「摂政・聡聾すべきものならば，この矢あたれ」

と魏う言挙げは，道隆から撃織へと鵠う関嚢移譲の幾

定の鍵｝織紐真梅から跳戦する意志を示したものであ

る。翌隼の遭隆，遵兼の死去と東三条饒の後押しによ

今，道長1講縦1に就き，伊矯方を遺害しつつ籍懸権を

手中にすること載なる。

　ところで，道隆らが求めた「いま二度」の弓童舞こつ

いて事麗根蕉薩鈴撃大鏡新註湛（大正蔦〉は

　　復金ぱ，矢二本を一手といふ。さて，勝負を競ひ

　　しに，静周二矢ながら負諺しかば，猶二手選べて歩

　　あと獲本の勝負と約し．其の闘紅先の二本を取箏

　　返し，勝の数をも得させんと，静周の近侍紛たば

　　か撃勧めたるなるべし窃

と説雛てお塗，諸注紙もこれを踏まえて雛る．櫛き権大

納書の｛戴こあった譲歳前後の道長が，晃の麗毒遵隆の

邸宅において，道隆とその取り巻きの公家の麟で公然

と権力の奪取を豊｛婁すると秘うこの説議は，勝負を覆

そうとする中関白家灘の悪意を込めた妊力に録する強

烈な蔑発を語ったものであると読むことが妥当である

かもしれないゆ

　この護莞議の背景をなす歴史的事実を踏まえて見れ

ば，事は2人の弓豹の籠力の問題などではなかった。

麗白・内大麩父子と権大納書の政治麟な対立，妥協の

あ撃えな鵠決定的な争論を暗示するものであむ，翌隼

の道隆の死去垂こ鐸う縫薮職をめぐる2人の骨機構食む

争いの叢1酵垂戦と鵠う牲鰺を持つものであった。遵長の

覇気と藩轟の「みどむごのやうなる3人梅豫を薄髭的

に嶽鱗たこの説議は，織烈な政治的争麗を踏まえて謹

むならば1亨　中1葵1毒家と道長の餐蒙命的な貢ず立と争　中鼕鼕ξ離

家の政治的な数龍の必然性を象綴的に語るものであっ

たと考えられるのである。

　なお，この羨窮の鋳類につ雛て，これを道長毒躯左京

太夫」であった蒔のことであるとする本文が存在する。

　　入道殿やもどして，やがていでさせ給ぬ。そのお

　　参は左京太夫とぞ申し，悔みをいみじくいさせ給

　　しなζ）窃又鵠みじくこのませ給しなむ。韓｝

　道長の左京太夫在任は，永莚元年（鱒？／§欝から淫

寿得擬，22，3歳の獲にあたサ，鍵三位の位にあった。

これに対して撃縁は舞，§歳で蕉難位下蔵人の少樗の

地位毒こあ参事道長がヂ下騰落であったとは誓えな赫。

しかも，き歳の年令差を考えれば遵長の勝孝彗は当然で

あむ，数銘すればむしろ恥辱ともなるα（鶏

　道長が強弓を引き，弓を好んだという護明的な誕遽

は，…謙…議を矮小化し，歴史麟な1背景を希薄イヒさせてし

まっている。22，3歳の精力遜盛な青年鱗にある叔父

遵長が，i4，　5歳のひよわな少隼である甥の謬｝舞撰こ察
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穫の髄繭を見せつけて威狂し，摂関の位の奪取を宣告

するという内容になむ，読者にむしろ客気轟こはやる遵

長の軽薄牲を蒙象づけることになる。道長が2象　3歳

の壌，器掌6歳であった遵隆が弟の難戦に警戒心を募

らせ亨中関白一縷の基盤轟めに震心するのはむしろ靄

然であり，遵長が不遇であったというのも，自らの軽

薄な蠢動が擢来したものであることを愚妹することに

なる。道長のド左京太夫」姦薙蟹寺の逸議であるとする

認識は，先学の議かれるように「後人のさかしら」と

見るべきものであろう。鋤

3注旺

韓　奉文の弓痛は蔭本古典文学大系罫大鏡暑の棄松本菰

　よる。なお，横書きのため，　く撃返し翫i号の藻分は2

　度書き巻こした。

鱗　録壌弘溝著罫大鐘全諄殺・下巻ま（紹秘騒，学燈琶｝

　2§7嚢。

（鍵　　ゼ公麟補狂捻邑こよる。『大鏡雲の古1活字本・荻野本，

　及び郵栄花露語謹は「治灘麟」紀遷されたと諾して魏る。

鶴　嶽壕弘豫著ぎ大鏡藩究浮説邊（臨灘，講談社擁器質。

　圭87翼。

　　従来，解識し会の蒔の3兄弟の年令・身分にっ騨ては，

　　遵隆　32歳～33歳　三盛中将

　　遵兼　2塁歳～35歳　頭の中将

　　道長　緯議～騰歳　銭盤の蔵人

　とされて蘇るが，罫公郷補任謹によれば，遵兼の頭の中

　将任官，道長の蔵人続篇は．葛出駝の譲盤後のことで

　ある。

　　（2建繕じ窃2§3頁。

　　渡透実著『大鏡の人々毒（串公新書，曙瀦62擁鋳頁。

緯　騰純一箸置大鏡新講匪（紹搬器，戴藏野書院擁3§頁。

織　松本治久著窪大鏡の主題と簿懇2（紹憩§4，笠懸書1箋／

（71

鋤
鱗
馨

（
｛
警　　醤本吉典文学大系罫大鏡露22葺頭症。密大鏤金詳毅・
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